
⼤災�発⽣�と��⽣活中には

女性が�く�くなりました。 その�の���宅での⽣活では 
男性が�く�くなっています。

NPO法人あなたらしくをサポート（らしーく）
令和５(2023）年度

NPO法人あなたらしくをサポート理事
防災士・ひょうご防災リーダー

女性の�点・��な�点から�える

�災��のご�内

らしーくは 持続可能な開発⽬標（SDGs)を⽀援しています。

��の⼤災�の�災・�����において、��の半��上を占める

「女性」の�点がきちんと�映されなかったことによる�々な不都�。

災�の��的な��をまぬがれ、せっかく助かったにもかかわらず、

「�けることのできる不�」である「災����」で失くした�。

このようなことが�り�されないために、�たちはどうすればよいのか 
という事を、��の⼤災�の�体的な事例や各種のデータを基に、わか 
りやすくお�させていただきます。

らしーくマスコット
らっしー

＊なぜこのようなことが起こったのでしょう？
＊どうしたら防ぐことができたのでしょう？

��⽣活では、性的��や性の�い

による問題が�く発⽣しました。

ところで、過去の⼤災害時に次のような事実があったのをご存知でしょうか？

�くとも10〜15年�内に�こると�われている南�トラフ⼤地�。
��・淡路⼤�災の�⼗�の�模と予測されており、

伊丹�でも��⽣活を�儀なくされる可�性が⼗�あります。

NPO�� あなたらしくをサポート(愛��らしーく）

すべての⼈が⾃分らしく⽣きることができるよう、男⼥共同参画に 
ついてわかりやすく伝える活動をしている団体です。2013年設⽴。

【講師】 片山　実紀

地域活動にかかわるすべてのみなさまへ


